
令和６年度全国学力・学習状況調査結果（概況）

「割合」・・・全国平均正答率に対する本市の平均正答率の割合

主なポイント

１ 実施学年・調査内容
◇ 実施学年 市立小学校（１２６校）・関係特別支援学校（１校） 第６学年

市立中学校（ ６２校）・関係特別支援学校（３校） 第３学年
◇ 調査内容 ①教科に関する調査（国語、算数・数学）

② 生活習慣や学習環境等に関する質問調査
２ 調査集計者数 児童数 ７,０４６人 生徒数 ６,６１５人

３ 調 査 日 令和６年４月１８日（木） ※質問調査は４月10日から４月30日の間で文科省が指定した日

【結果１（国語）】
○ 「思考力、判断力、表現力等」の「書くこと」に改善がみられる。
（小学校 全国比 R5： －2.5ポイント→R6：0ポイント、中学校 R5：－3.4ポイント→R6：－0.9ポイントに改善）

○ 「知識及び技能」の問題に課題がみられる。
（小学校「言葉の特徴や使い方に関する事項」 全国比 R5： +0.6ポイント→R6： －2.7ポイント）

（中学校「情報の扱い方に関する事項」 全国比 R5： －1.8ポイント→R6：－1.6ポイントなど）

【結果２（算数・数学）】
○ 「思考力、判断力、表現力等」の正答率に一部改善がみられる。
（中学校：数学「デ－タの分布の傾向を読み取り説明する問題」 全国比＋0.9ポイント）

○ 「知識及び技能」の問題に課題がみられる。
（小学校：算数「割合を読み取る問題」 全国比－5.0ポイント）

（中学校：数学「文字を用いた式で表す問題」 全国比－7.0ポイント）

【結果３（児童生徒質問調査）】
○ 「自分にはよいところがあると思いますか」が、小・中ともに前年度より改善がみられる。

（全国比 小学校：－２．２、中学校：－０．１） （前年度比 小学校：＋１．６、中学校：＋５．１）

○ 「話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、新たな考え方に気付いたりすることができていると思いますか」が、

小・中ともに前年度より改善がみられる。

（全国比 小学校：－０．５、中学校：－１．８） （前年度比 小学校：＋６．４、中学校：＋７．２）

○ 「地域や社会をよくするために何かしてみたいと思いますか」について、小・中ともに前年度より改善がみられる。

（全国比 小学校：＋０．１、中学校：－２．６）（前年度比 小学校：＋8.3、中学校：＋11.2）

○ 「授業でPC・タブレットなどのICT機器を、どの程度使用しましたか」に、 「ほぼ毎日」と回答した児童生徒の割合

が、小・中ともに前年度より改善がみられるが、授業での活用方法（新規）については課題が見られる。

（全国比 小学校：＋４．６、中学校：－９．８） （前年度比 小学校：＋６．５、中学校：＋３．４）

○ 「普段の生活の中で、幸せな気持ちになることはどれくらいありますか」が、小・中ともに前年度より改善がみられる。

（全国比 小学校：－０．３、中学校：－１．２）（前年度比 小学校：＋０．７、中学校：＋３．３）
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【今後の方向性】
○ 「主体的・対話的で深い学び」を意識した授業改善の成果は表れているが、授業における「ICTの効果的な活用」

や児童生徒の「知識及び技能」の定着に課題が見られる。今後は、「学びチャレンジリーディングスクール」や「文科省

リーディングDXスクール」等の研究の実践事例を発信するとともに、GIGA端末を効果的に活用し、小中９年間の系

統性を意識した授業改善に取り組んでいく。また、「個別最適な学び」や「補充学習の充実」のさらなる推進を図って

いく（マネジメント支援訪問、学校力向上支援訪問 等）。



■ 各教科における本市と全国の平均正答率及び本市の全国平均

正答率に対する割合（平成27年度～令和６年度）

※ 正答率と対全国比は詳細な数値で計算をしているが、表記は小数第一位を四捨五入し整数値にしている。
※ Ｈ３１年度より従来のＡ問題（知識・技能等）とＢ問題（活用等）という区分を見直し、知識・活用を一体的に問う調査問題としている。

※ Ｒ２年度は、新型コロナウイルス感染拡大のため、未実施。

学力調査結果（経年推移） ※各教科
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中学校（国語、数学、理科（Ｈ２７、３０、Ｒ４のみ） 、英語（Ｈ３１、R５のみ） 合算

■ 全国平均正答率に対する割合（Ｈ２７年度～Ｒ６年度）

学力調査結果（経年推移） ※各教科

小学校（国語、算数、理科（Ｈ２７、３０、Ｒ４のみ） 合算）
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